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（開示事項の経過）子会社の設立に関するお知らせ 

 

 

当社は、2026年２月19日付「子会社の設立に関するお知らせ」において、当社完全子会社の設立について開示

いたしましたが、係る設立登記手続きが完了いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 新設した子会社の概要 

（１）名称 株式会社社会価値変革研究所（以下、VXI） 

（２）所在地 東京都新宿区西新宿1-26-2 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 井出 昌浩 

（４）事業内容 戦略・ビジネスコンサルティングサービス（AX・DX） 

（５）資本金 10百万円 

（６）設立年月日 2026年４月１日 

（７）大株主及び持株比率 グロースエクスパートナーズ株式会社 100% 

（８）当社と当該会社との間の関係 資本関係：当社100%出資の子会社であります。 

人的関係：現時点における該当事項はありません。 

取引関係：現時点における該当事項はありません。 

 

2. 子会社設立の目的 

当社グループは、これまでエンタープライズDX事業を中核とし、DX組織運営・人財育成から企画・UI/UX・ア

ジャイル開発・導入・運用までを一気通貫で支援してまいりました。グループとしての提供価値を一層高め、

持続的な成長を実現していくためには、経営戦略・事業戦略・事業構想から実装までを一貫して担う戦略コン

サルティング機能の強化が不可欠であると判断し、このたび専門子会社を設立するに至りました。 

VXIは、超少子高齢化による社会構造の劇的な変化やAIの普及が社会に大きなインパクトを与える中で、変革

の実践と研究の成果を社会実装して価値創造につなげる「実践の研究所」として、グループにおける価値変革

の実践・実験拠点として位置づけております。 

戦略の提示にとどまらず、実装・定着・自走までを一貫して担う「変革実装型コンサルティング」と、クラ

イアント組織内の人材がこれを実践できる状態をつくる「人財育成」を両輪として提供してまいります。主な

支援対象は、AIの普及を前提とした事業構造改革やDXの推進に課題を抱えるエンタープライズ企業、準公共機

関、地方自治体を想定しており、対象インダストリーとしては製造、ITサービス、公益、公共を優先領域とし

ております。 

 



なお、VXIは、以下の４つの事業領域を柱に展開してまいります。 

 

① 戦略/AX/DXコンサルティング 

経営戦略・事業戦略の策定から、AX/DX構想・ロードマップの設計、業務改革の実行まで、「戦略 × 

実装 × 人財育成」を一気通貫で提供する戦略コンサルティング 

 

② DX組織・人財育成事業 

DX推進組織（AI-COE等）の設計・運営支援、DX人財の育成プログラムの企画・実施を通じた、クライア

ント自身が変革を継続できる組織能力の構築支援 

 

③ 価値創造“伴奏”事業 

CDO・CIO・CTO等の経営層に対し、変革推進に必要なリーダーシップと専門知見を提供 

経営の意思決定に寄り添い、変革の推進力を補完するとともに、成果報酬型を含む次世代のコンサルテ

ィングモデルの構築支援 

 

④ 価値創造・知的創造事業（シンクタンク機能） 

AX/DX・組織変革・地域創生等に関する調査・研究活動を通じた、実践知の体系化と社会への発信 

大学等研究・学習機関との連携により、変革の理論と実践を接続するナレッジ基盤の構築 

 

また、VXIは、単独の収益事業にとどまらず、グループ全体に以下の価値をもたらすものと考えております。 

 

⚫ 戦略・ビジネスコンサル案件の受け皿 

➢ グループ全体の高付加価値案件を獲得し、グループブランドの向上に貢献 

 

⚫ 既存顧客へのアップセル 

➢ グループ各社の既存顧客に対し、戦略・ビジネスコンサルティングの提案機会を創出 

 

⚫ 新規顧客のグループ各社への送客 

➢ VXI起点の案件をグループ各社の実装力と接続し、グループ全体の売上拡大に寄与 

 

⚫ グループ人財の育成・循環拠点： 

➢ 戦略思考・変革推進力を持つ人財の育成と、グループ内での人財循環を促進 

 

 

詳細については、VXIのコーポレートサイトをご覧ください。 

https://www.vxinst.co.jp/ 

 

 

3. 今後の見通し 

当該子会社の設立は、中長期的に当社グループの業績向上に資するものと考えておりますが、当期連結業績

に与える影響は軽微であり、現時点において、既に公表している業績予想の修正はございません。 

今後公表すべき事項が生じた場合は速やかに開示いたします。 

 

 

 

以上 

https://www.vxinst.co.jp/

